
日曜地質巡検会記事 第 13回

かねて要望さ:れていた炭鉱の見学が ,三菱高

島鉱業所の御好意で実現することとなった。 9

時に長崎大波止桟橋集合
`野

母商船で 1ヽ 0時に

高島に着 く6

鉱業所の会議室で企画課の日隈技師 (本会会

員 )が鉱業所の概況や見学ル:■ 卜等の説明をさ

れた。昼食を早目にすませ ,坑外班 と坑内班に

別れて見学を始める。   |    |
充内班は蛎瀬立坑事務所で 1/F業服に着替え立

坑の入口で安全帽 ,キ ャップランプ・
パッテリ

■などを着ける。案内は日隈 ,渡辺両技師がし

て下さる。炭鉱の人達にまじつていよいよ入坑

である。立坑の手前の調圧室 ?に入ると

'多

膜が

こされるも頑丈そのものつエレベ=タ ーで一気

に 17o協降 り,坑底ょりさらに電車で蛎瀬連

絡坑道を150:0脇 真西へた り,0片坑道に着

く。坑内はかなり強く空気が送られ ,湿度は意

外に低い。電車は複線てあるが ,坑内は非常に

ゆとりがあり,坑道が交叉する点で扉が二重lrc

なっていて坑内の通気を乱さぬようになってい

る点をのぞくと普i通のトンネルと変わ りがなく

ここが海底下数百米の地点 とは思えない。電車

を降 りてからさらに炭層の走向に平行して走る

0片坑道を 15oO■ 歩いて八卸に出て ,さ ら

にここから順斜にそった斜坑を入車で降る。斜

坑の人車は天丼 と床は斜坑に平行で ,壁は垂直

なため菱形をしているのが面白い。キャィプラ

ンプが照し出す坑壁はどこも一面に白い

`自
然

発火や炭塵爆発を防 ぐために岩粉を吹き付けて

いるとの事である6人車を降りて歩き出すと坑

(昭和 38.年 9月 24日 )

道は直径数 10側の人 挙へ送風管かゴウゴウと

1懸 り,3坑壁には大きな送電線が何本も走ってい

る。叉塊床を延々と伸びるベル トコンベアでは

堀 り出されたばかりの石炭が次々に運ばれて行

く。活気に満ちた空気の中で胡麻層の露出を見

標本をとる。それから片盤坑通に出て
`現

在嫁

行されている端島層中の全炭層をみる。次にい

よいよ払を下か らみる事になる。入 りくんだ充

道を通り林立するカソベの向うに鎖につながる

ホーベルがみられる。次に上部から払をみるた

めに移動する。       
´ i    t

払は全長 150鵬 で炭層の傾斜方向に伸びてい

るよ入口め所はせまく3・腹ぼtハになって入ると

下から送られる空気は炭塵を含んでいて目も開

けられない。カソベにつかまりながら少し下る

と払の中はかなり広く:送気も弱まリー安心じ

てまわ りを見まわす。目の前には炭壁が黒 く輝

き,その下をHコ ンペアが|ま るか下の暗の中ヘ

伸び .その前にはホーベルの鎖が横たわる。ホ

ニベルで炭壁の下を切って行 くと,その上の炭

は〈ずれて Hコンベアに落ち
`払

の下、運ばれ

更にベルト量ィベアに変らて炭車まで運ばれる

わけである。こうして堀 り進むとカッベを立て

数 滉後のカシペをはずすと上方の天盤が 1く ずれ

落ちて堀跡を埋める。ここで見学中の胡麻層は

炭丈が 41脇余 りもあるので ,=度に堀らず ,前

後30れ ずちして上下三段に分:けて堀るスライ

ンング法がとられているふ

終始夢中の中に見学を終 り,七卸をべて蛎瀬立

坑か ら上うてみると日隈技師から「皆さんの顔

三 菱:鉱 業、高 島 鉱 業 所 見 学
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:だけは■人前|そナ払Jと伝ゎれるほど,ど の顔
・も炭塵そ黒でなっそいた1‐ 海底水道そ運ばれた.:

水を沸したという湯に入葛て炭塵を落す。

坑外班は,選炭場と二手立現め坑口を見たあ′

と,高島の循環道路にそって島を一同じ,端島

■
‐´

  第 二五回
:`

IA班 1松浦市志佐メll流域

かねて ,長崎県地学会の規1賞巡検のフィール

ドが県南地区に備っていて ,県 `1け也区でも実施

‐して ぐれとの要望が会員の間に相当あって ,4

月以降の懸案であった県北地区の巡検が次の要

領で行なわれた。■ ‐

指導 田代信未lt。 参考口者は地元債1の人の他

に遠 く長崎 ,島原方面よりも馳せ参ぜられた。

西肥バス松浦線佐世保駅前発 8時 15分。目的

地長野着,9時.50分
。停留所にて西村先生他の

地元側の人々と合流 ,i直 ちに志佐JIIり |1床の横辺 ::

輝化石帯へふ豊富な化石に全.員驚喜して早速タ

ガネを取り出して:采集。タニジ ,ベ ンタイ貝 ,1

イミカ1員 ttCtiり 1眸卜で田代氏より現地め地質概

況について説明を聞 く。坑内外やボーリング等

の豊富な資料が準備されていて全員に十分納得

:の与へく説明がなされた。          |

: それかち既|に1瞑穫の始まった秋色濃き志佐谷 1

1の平野を

'曇

ぎり,田 の平化石帯、 ,1途中野島層

群木屋島層下半部の凝灰質頁岩およびその中の|

Onio■ StFCtureを見て ,佐世保層群と

野島層群との不整合面に注意。円の平化石帯は

横辺題化石帯と異って ,か き,2枚員を主とす

る海棲の化石で ,相接 して2層 ある3‐ 又典型的

な偽層 ,Sa n dI Pipeiも 見られるも病例な

志佐り||のせせらぎに耳を傾け 。化石帯の上に弁

当をひろげて昼食をとるo食後簡単な自己紹介

体いて本部 よりの連絡事項を2,3か無ぇする
`:

層や沖め島層に見られる種:々 の堆積現象を観察
.し

た

`    : |このあと坑内・外班が再び合流 し,4時 55

分め船で高島を発ち:大波上で解散した。 (堀

口承明記) 参加者 15名 (正会員)

~    (10月 20日 )

(2万 5千分の1 江迎〕伊万里 )

定例の懇談会を毎月第■土曜日にもつては如何

との提案もあったが機未だ熱せずと見られた。

1県北の地質巡検も毎月とは硝困難のよぅである

が ,隔月位は是非やり度いものだとの申し合せ |

をする。2時半過ぎ=玄武岩の基底礫岩見学の

ため下流へ。途中見渡す一望の目園風景もよく

′注意してみるとご第二紀層地帯はよく開墾さオt

て水目が発準しているが,例の基底礫考の分布 |

水準以上の所では水利の便がなぐ荒野とならて

‐従って人家の分布状態も上帳がこの水準までと

なつているのも興味深ム■稲が黄金色に熟して :

ぃるので ,:そめ部分が第二紀層で ,それ以上が |

玄武岩の分布地域と居乍らにして地質回が描け

そ うだ。途中玄武岩の岩思永を見学しながら上志

佐小学校対岸の基底礫岩露議地へ着くな'こ の基

底́繰岩は近頃
=目

されて ,県北に類発する地走

りの原因の■つと見倣されている。ここでも水

抜きのため横に打ったボニリングを見ることが

できる。この礫に、ついては参加者の間で賑やか :

た夫陸氷河説まで出を“h礎錢 り来毛何時堆積|
したものか "その成因1/Cつ いては論議のまとに |

‐なら、た。 |        : :     ‐

原村先生の厚意 l・Cよ りし|二L志佐小学校の図書

室で少憩,今日のまとめを「Eィミ氏にお願いし,

質疑応答があって,午後31時 38分佐世保行の

パスに来■て帰途についたち椋昌路峠や江里峠

ではすでに傾:な かけた秋の目の道光をつけで ,
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すすきの穂波が銀色に光って印象的であったさ

参加者は皆か士産の化石を二杯抱え込んで:我

の々本日の巡検も又実多の秋にふさわしく:充

(2万5千分の 111長崎東南部 )

集合 長崎パス茂木営業所前 11午前10臨

ルー ト3茂木営業所前■河内二潮見崎二弁天山

∵北浦―赤崎鼻一白岩。    「

B班は「茂木の地質見学Jをテーマに,午前

10時 ,茂木営業所前を出発 .河内川をさかの

ぼる。1谷の両僚]は西彼杵変成着類の中でも標式

的といわれる緑色片岩が発達する。
‐
①の地点で

風化した片岩礫を主とする齢1/Cさ
―
しかかる。こ

の上部に転石と思われる玄武岩が含.ま れていた。

写真撮影 ,標本採集ののち,清水の上の丘④に

のぼる1頂上には小範囲に玄武岩が分布する。

ここの玄武岩は①で見た玄武岩の極西を手がか

りllCつ きとめたもので,産状は第3回でみた小

八郎岳山頂籍|よ び入郎岳北部 1:2臨附近に分布

する玄武岩とよく似ている。

請水の,上 より
'1｀

立石の海岸⑤にでる。途中迷

案内:係が道lyCま よって ,0.5時間を労費6小立

石 と唐人松には潮貝̀崎 ,若菜川下流にみられる

ような茂木花綺岩類が露出し:内部に変成岩類

のゼノリネを含んでいたo茂木花商岩類は単な

る貫入岩体なのだろ|つ か:花商岩化作用あ話も

でるも標本採集 ,写真撮影志1こ のあたりの緑色

片岩にはスチルプンタレンを合んでいるとの事

であったが ,肉眼では識別できなかっ筵 また:

海岸ぞいの片岩にはところどころ石英や方解石

が詠状に含まましていた。

弁天山で1昼食。小体止ののち片町⑤の茂本植

物化石層を見る。案内係は茂木撞物化石層とそ

の下部の茂木鍛岩層とは1:軽微な不整合関:係に

B班 長崎市東南部.茂木地区

実した有意義な‐駐であ|たと思ぅこ

記)参 加者 18名 (正会員‐一般 15

(だ おヽ卜茂

学生3)

あるのではな:ぃかと思っていたがじ検討のあげ

く:両者の間になとんど傾斜がなく,時欄的問

隙 も認めちれないので整合とすべきだとの御示

唆をえた。

海岸ぞいlrc北浦へまわるふ大矢0と座頭浜で

は長崎火山岩類が浸食されてできた海食齢,海

食台や海食洞などを観察。長崎典■1岩類は茂木:

地区において 11西彼杵変成岩類 ,‐北浦層,玄武

岩などを不整合になぉっている。長崎火山着類

は紫蘇輝石・ 角閃石安山岩の礫および火山灰を

主とする堆積物であるが,内部に変成岩:花轟

岩 ,北浦層の砂三頁岩 ,玄武岩などの礫もすこ

しずつ合み
°
,ま れに木蛋白石も産する。下部に

茂未絶物化石層が小範囲に狭まれている。

赤崎鼻0では三二重不1姿合をみるさことでは
'西
彼杵変戒岩類の上にぉ北浦層が不整合でのり

さらにこの上を不整合で長崎火山岩類がおかっ

てぃた。北浦層は石灰分に富んだ硬い礫岩 ,砂

岩とも:ろ い泥岩よりなり:`明瞭な化肩を含んで

いないため,化石だよる対比はできにていが二

野母半島西部に分布する赤崎層群と見かけの上

で酷似するとの見方が強い:そ うなれば ,‐ ざ第

二系～白亜系の地層と思ってぃいのではな:いか。

変成岩類と北浦層
「との不整合は赤崎鼻の海岸よ

り海中へほづSN方向に伸びているが :.こ の線

にそって ,赤褐色の岩石が散在する。こオtはあ

る時期に,不整合面にそって地層がすべり,そ

の験二次的な変成を受けたのではないかと杯う

意見も出たどここでみケツチ チ写真撮影 :標:本

二■27-
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1‐ |■・ .:  ]|_■ ■  i「 |‐   ‐ 1  11‐  1年●   :

蘇集めのち:白着響誉‐③べ引き暮えす。ここて華

は:茂木植物化石層が|1高さ約
`協

の齢とならて

露出する
=こ

の下部から最近セコイナらし_い化

石を採集しているが ,これが本物であれば従来

の茂木ァロラあ目録に記載されていないもあで

はないかと思われる。自岩では玄武岩の上に茂

第 15‐ 回ル

川棚 9:時 40分発の内海行西肥バスに乗軋

今日の目的は波佐見の長崎県窯業指導所見学と

■金鉱 ,陶石 ,オ パ=ル等の採集となっている。

パスが波佐見に近づ くと,あちこちの家の庭先

に陶土から形成された陶器が並べられているの

が目につく:上西原でバスを降り,窯業指導所

|に向う。
1宮

崎義郎試験科長の案内で,化学分析

_室や種々の試験用炉や熱天藉の置かれた研究室

|を見学し,最後にカマのある大きな室だ入るこ

.こ こには炉内各部の温度などが連続自記される

装置などが備えられてぃた。■

見学を終えてから内海まで歩き
`内

海からバ~

‐
不で中尾に向う。中尾の公民館で昼食をすませ

‐てから,部落の東の自岳山に上る。ここは一時

陶石を採掘したこともあるが ,陶石化が不充分

|なため今は採掘されていなれ 11月 半ぱとは
1

‐ 思えない程暖い日射じを受けて ,木 の々緑の中

で露頭が自い。そこここに散在する機石の二片

を手にとってみると,かなり陶石化した流紋岩

で淡く紫色を帯びて,り ,黒雲母の小さな六角

板状の結晶がみられる
`又

,山頂の神社の裏の

魏 養鐸が不整合にのり,その上に茂未1職場花

右層がある。さらに千島では茂木花満着
:素の上

t

た:女武着があらて法Z状態を観察すること嘉ミ|

・
できた。午後 4時,自岩海岸で解散。たのしい

一日であった。 (田 島俊彦記 )

参加者 24名 (正会員 11 学生 13)

(■ 1月 1,7日 )

(5_万分の1 早岐 )

露頭では明瞭な流理も見 られる。ここから東た

下り,三股の岩尾陶機器 (有躍 )採掘場を見学

する。一部に流理が認められるが ,大部分は完

全に陶石化 してまっ自で軟い。サンプリング等

黎 えて南の沢を上り,豊玉工業KKF.(嬉野

町湯田上 )三股採石場でオパァル (国華石オパ

ール )を採集する。オパールは母岩の真珠岩 ,

(パニ ライト)中 lrc含 まれる3～ 20■の結核

の中に多数みられ ,美 しいのが出る度に歓声が

あがる。            1, 1 ・

三般から永尾をヽて内海 ま`で歩き
=こ

の間に

第
=紀

層の泥岩や砂岩 ,礫岩等をみる.も 内海の

波佐見金山の1日鉱は ,一瀬副会長が下検分に行

った所 ,現在ではつぶれて しまい 1行って,も よ

く分からないとい うことと,時間の都合で害J愛

した。      ・

今回は特に佐賀大学教育学部か′らも大島恒彦

助教授が学生 4名をじ1率 して参加された。

(堀□承明記 )           [

参カロ者38名 (正会員 一般 25学 生 13)

波佐見の窯業見学と陶石 ニオパニノン採集

-29-
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1 1         1 .第 16ロ
■   野母半島南部の

長崎の大波上か ち8時 40分脇岬行の長I奇 ィヾ

スに乗車じ・高浜でパスを降 り,弁天山の東の

峠まで引き返えして ,占第二系下部を見る。頁

岩・砂岩が数協単位で互層 し,“着 の二部には

よく円磨された石i英の細晨が含まれる。これら

の
=層

を切る南北性の小断層 もみられた。

これより浦迫北方の小道を尾根づたいに東へ

向 つ。:黒 色片着が主で ,緑色片岩が つす くはさ

まれているも片理面を計りながら進むと,道が

浦迫北方:の沢に.入 る所で,片岩と蛇紋岩の接触 ヽ

部を捕える。接触部では

_1。 蛇紋岩

2.1‐ 蛇紋岩が 10～ 20りの薄板にはく離す

る。               :

` 
幾分滑石化した蛇紋岩

4.完全に滑石化 していZ)。

'緑
訪 岩

以上のように漸移するのがみられた。

2の部分では lm以下の方形の黄鉄鉱が含ま

:(■ 2月 15日 ) ||‐

地質と鉱物  111  1
(2万 5千分の 1 1巴前高島 )  |

れるが ,多 くは掲鉄鉱の仮晶となつている。

3では黄鉄鉱は小粒 となるが数を増す。 4の滑

石中には黄鉄鉱は含まれず 34′脇 前後の正/rk

面体の磁鉄鉱が多数含まれるoま た緑色片岩の

■部には美事な櫂曲がみられた。

ことから東へ向う山道を上り,1峠の西方200,

μ附近の掘割で ,再び緑色片岩と蛇紋岩の接触

部がみられ ,磁鉄拡や石綿を採集した。

二の岳1/D山 腹で昼食をとったのち ,同山頂の

南東約200mの 1日木場鉱山の廃鉱に出る。

1日鉱はやぶにおかわれて分らないが,,散在する

廃石の中から黄鉄鉱の微品が故在するものや層
`

状に入るものなどを見つけ
‐
ることができたしこ

:

のあと会の運営等につき懇談し,河原の海水浴

場へ向うて帰途につ く6途中は緑色片岩が主で

時に黒色片岩がみられた:

(堀 □承明記 )

参加者31名 (正会員
‐一般 14学生 17)

・■

，
　

ヽ

一　
一（）

松 下 久 道 教 授 よ

名誉会員松下先生 (九大教授 )よ り下記の出

版物の別層1を本会宛御送附頂さました∴(7月

30日 )

雲仙温泉調査報告書 (昭和 57年 3月 )

長崎県衛生部

九州炭鉱技術連I11 西彼杵支部究内水研究会

講演要旨集 (昭和 58年 4月 )  :

(内容 )

り 別 轟:l寄 贈

大島鉱坑内湧水について

炭田充内水について         ‐

池島鉱業所の坑内水について

高島鉱業所・ 二子鉱・ 端島坑の坑内水1/Cつ

いて

三池炭鉱 の坑 内水について  ‐

地質学的にみた坑内水について

３́
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